
8. ボランティア活動 

「さらに学んで次世代のために」を実践 

8-1 東北支援活動について 

 石巻女子商業高校の校舎の取りこわし作業開始の報が、NHK のニュース番組で流れていた。校舎の

時計の針は２時 46 分で止まっていた。あの驚愕の日から早くも 2 年になろうとしている。神戸でも

1.17 の追悼行事が実施されたが、18 年、徐々に災害の風化が感じられる一方で、あらためて災害に対

する備えの必要性を思い出している。 

 2 年前の当日は、所用で外出していたが、車で帰宅する途中、第 1 報をラジオで知った。帰宅早々

先輩からの連絡で、犠牲者が 2 万人くらいになるかもしれないとの予測を聞き、馬鹿なとは思ったが、

不幸にも的中してしまった。また、その後に入った原発の事故には、最悪の状態にならないことを祈

るのみであった。 

しかしながら、現実は、ご存じのとおりの状態で、特に放射能汚染については、SGS の理念に逆ら

うように、次世代に対して負の遺産を残してしまうという痛恨の事態になってしまった。 

阪神淡路大震災を経験した神戸市民として、当然のように、あちこちから支援の動きが広がり、現

地での復旧・慰問活動、募金、物資の拠出などを中心とした支援の動きが活発に行われた。 

SGS でも、新学期を迎え多忙なスケジュールをこなす中、常任理事会で審議頂き、義捐金と支援物

資を送ることに決めた。義捐金は SGS 院生の寄付と SGS 会計からの支出で兵庫県を通して、また、支

援物資は NPO 法人たんぼ（主催者、岩渕成紀氏は生物多様性農業（有機農業）の研究者で保田学長の

長年の友人、宮城県大崎市在住）を通して、必要な物資を使用中・家庭内在庫の中から拠出すること

にした。第 1 回目は 5 月 11 日、段ボール 2 個、その後も無理をせず、田んぼのホームページに掲載さ

れる欲しい物資を月 1 回程度を目安に支援した。この間、個人的に義捐金または物資で支援された方々

も多数おられる。また、常任理事会の了承を得て、コウノトリ米販売の剰余金の一部を「グループわ」

の東北支援の経費に寄付を頂いた。 

また、在校生、卒業生の有志の方々には、直接現地に赴き復旧・慰問活動をされたと聞いている。

十分とはいえないまでも、我々に出来る無理のない

支援が出来たのではないかと思っている。 

NPO 法人田んぼの岩渕先生には、その後神戸で、

冬水田んぼと子供たちとの米つくりについての講演

をされたが、大変感銘深いものであった。 

次世代（孫世代）の育成は、じいさん・ばあさん

の仕事ともいわれます。孫たちは、我々の背中を見

て育つように思います。今後も、機会があれば無理

をせず我々にできる支援を続けていきたいと願って

いる。 

 

                                      4 期生 髙木 良治 
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「グループわ」による東北支援活動 



8-2 花山梅林でのボランティア活動 

 “再び学んで他のために”が建学の精神となっているＫＳＣを卒業と同時に、それを実践すべくＮ

ＰＯ法人“わ”に入会しました。そしてまた一方で“さらに学んで次世代のために”を提唱される保

田先生学長のＳＧＳに入学し、それ以来二足のわらじを履き続けています。 

 ＫＳＣ卒業の年に立ち上げた花山梅林会も９年目を迎え、毎年の小学６年生による卒業記念植樹で、

現在７００本余りの梅がその花と実で楽しませてくれています。児童によって採取された梅の実は、

子どもたちの手でジャムやジュースになり、また花の頃には、ハイキングを兼ねた観梅会も地域に呼

びかけて、楽しみの一つになっています。 

ＳＧＳでの「森林の荒廃・再生」グループのリーダー笹井氏を主力に、生還コースの有力メンバー

も加わり、看板は「目指せ神戸一の梅林を！」を掲げて、梅林の維持、拡充、整備活動を通じて、癒

しの郷作り、環境教育、通学路整備などに励んでいます。 

ＳＧＳで学んだ、人の生の源である農林水産業がスクラムを組んで、環境を守っていくという教え

を、少しでも次世代が理解できればと、ＳＧＳ在学中に制作、発表した紙芝居をひっさげ、木やツタ

などを使っての工作も指導しながら、山グループのメンバーで、学校や児童館への出前エコを続けて

います。 

ＳＧＳの後は、脳の老化に少しでも歯止めをかけんと、食農保田塾へトコロテン。体の退化予防に

は梅林活動。今年は６００㎏ほど梅の実が採れました。 

というわけで、どうぞ皆様、目にはうれしい梅の花、体にも良い梅の実を楽しみに、是非是非梅林

活動にご参加ください。 お待ち申し上げております。 

                               ３期生  徳原 尚世 

 

花山梅林でのボランティア活動（１） 
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普段の活動 



 

 

 

 

 

 

花山梅林でのボランティア活動（２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

8-3  神戸市立須磨離宮公園でのボランティア活動   

登録グループ名： 「須磨離宮公園サポート＆エンジョイ・クラブ（略称Ｓ＆Ｅクラブ）」 

メンバー名：  ◎嶋谷徹（生環７期、ＳＧＳ１期）、◎嶋谷満洲子（生環１０期、ＳＧＳ４期）、 

小橋摂博、小橋静江、○松岡治彦（生環１５期）、○国里吉秀（生環１５期）、上野京子、原田光明、

原田朝代、◎角本功（生環１２期、ＳＧＳ６期）、角本久代、沖田和典（休）、沖田純子(休）、 

ハイキング 観梅会 

6 年生 卒業記念植樹 
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出前エコ教室 


